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12 月 26 日(日曜日)午後 1 時から 4 時まで、TKP ガーデンシティ PREMIUM 広島駅前の会議室にて

当センター主催による開設記念 HbpMS セミナー第４弾『地域包括ケアシステムと情報技術支援』を開催

いたしました。 

本セミナーには医療介護関係の専門家の方々を中心に 80 人近くが集い、またご来賓として浅原利正

(広島県病院事業管理者、前広島大学学長)、板谷美智子(広島県看護連盟会長)、川本ひとみ(広島県

看護協会会長)、桜井勝弘(広島県健康福祉局地域包括ケア推進部長)、土肥博雄(中国四国ブロック

血液センター相談役、広島大学医学部同窓会長、元広島赤十字･原爆病院長)、(平川勝洋  広島県病

院事業局顧問前、広島大学病院長)の先生方諸氏のご来駕を賜りました。 

セミナー冒頭では、栗栖恭三本学事務局長(当センター運営相談役)の開会の辞に続いて神田裕二当

センター顧問(HBMS 特任教授、元厚生労働省保険局長)が国の医療介護保障の動向の話題を交えて

開催の御挨拶をいたしました。 

そして、わが国が迎えている本格的な人口の減少と高齢化の時代に対応するために５年近く前から国

が推進する医療介護総合確保政策の要となる「地域包括ケアシステム」の概念を創出された当センター

顧問の山口昇先生（公立みつぎ総合病院名誉院長・特別顧問、前広島県地域包括ケア推進センター

長）よる『地域包括ケアシステムにおける原点と評価システムへの展開』と題した基調講演が行なわれま

した。齢 80 歳半ばを過ぎてもかくしゃくとされ、地域包括ケアシステムの評価の課題について理路整然と

説かれる山口先生のご講演に聴衆一同が耳を傾け、感銘を受けている様子がよくわかりました。 

続いて以前に私が地域包括ケアシステムの構築についてご一緒に研究していただいた岡慎一郎先生

(現静岡県医師会理事・医療介護連携担当、元静岡市静岡医師会長)はかねてより静岡市内における

高齢者の医療･介護を守る市民活動をされており、また全国に普及する電子カルテの情報交換基盤ソフト

を開発した実績を持つ㈱SBS 情報システム常勤顧問の久保田徹氏は地域の医療介護の事業者と住民

とを結ぶ IT 支援システムについて岡先生や静岡県医師会と開発を続けてこられ、現在は医療･介護の IT

ネットワーク型連携情報システム『シズケア*かけはし』へと発展させておられますことから、その現況につい

て岡、久保田両氏からご報告をいただきました。ちなみに両氏は地域包括ケアシステム構築の目安とする

学校区を同じにして育たれた同窓であることから、同システムの設計についても課題に気づく経験が豊富

でした。 

両氏の講演の後、さっそく山口先生がご感想をお述べ下さり、コンピュータ支援システムの運営のため

に住民のシステム利用者を増やす努力は難しいながらもこれを欠かすことはできず、その努力と平行して

医療・介護関係者のシステム加入を呼びかけるのが適切とのご意見がありました。またご自身のご経験

に照らしても、それらの努力がどれほど大変なことかはよくわかると述べられ、お二人の静岡での奮闘にエ

ールを送られました。 

最後に、ご来賓の浅原先生、板谷先生、土肥先生の御三人のご来賓の方々から静岡での取り組みを

聞いての学びについてご感想を頂戴したところで時間一杯となり、岡野 MBA 業務推進担当室長から閉

会の案内となりました。 



 

 


